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第２７８０回 例会報告                    ２０１１年６月１０日 
 

ゲストならびにビジター紹介 ゲスト： ＮＰＯ 開木の里山を守る会 代表  三浦京子 様  

 

誕生祝  ６月９日  岡崎夫人 本日は女房の誕生日を祝っていただきまして、ありがとうござい

ました。年令は公にはできませんが、昭和２年の６月９日生まれです。

銀婚式の時は記念として「たばこ」を止めました。今年あたりが金婚

式ですが、今度は「お酒」を辞めなければならなくなります。本日はど

うもありがとうございました。 

 

会長挨拶  先日ＮＨＫで日本各地の「里山特集」をやっていました。開木地区もりっぱな里

山になればいいと思います。富山ＲＣの60周年記念に参加してきました、甲府

ＲＣと姉妹関係なので、さくらんぼとワインが出ていました。めずらしいワインも

ありましたが、私と野澤幹事は(飲めないので)ちょっと舐めただけです。今度の

秋には高岡ＲＣが60周年を迎えます。 

本日は三浦さんから「里山」のお話しを聞き、ＲＣとして何か協力できるもの

がないか考えていきたいと思います。 

 

 

幹事報告  ６月例会案内  ６月１７日  クラブ協議会（年間活動報告）             （ホテルサンルート） 

                   ６月２４日  納会夜間例会                      （ホテルグランミラージュ） 

        ６月ＳＡＡ補助   池上君、 根岸君   よろしくお願いいたします。 

 

出席報告   本日の出席者 ３０名     出席率 ９０．９０％     欠席者 ３名  

         メークアップ済み     関口さん、 谷君 

         ２７７８回メークアップ   なし 

２７７８回修正出席率   ９０．９０％ → ９０．９０％ 

 

ニコニコボックス  生駒君 → 6/6金太郎温泉グリーン会で、長年の夢「優勝」をしました。 

             野澤幹事 → 「もう～いくつ寝ると～」あと１カ月よろしくお願いいたします。 

             宮本会長 → あじさい公園の清掃、ありがとうございました。 
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委員会報告 親睦活動委員会  辻 英晴 委員長 

         「親睦活動アンケート結果」について → 次年度の活動に反映していきます。 

       １位 日帰り旅行   ２位 ボーリング   ３位 バーベキュー    ４位 ゴルフ   

５位 パークゴルフ  ６位 夜間例会   ６位 蕎麦造りと試食会  ８位 １泊旅行 

９位 カラオケ     １０位 早朝例会   １１位 麻雀        １２位 将棋 

 

        「ロータリーの友」のポイント説明   広報委員会 中島尚夫委員長 

          10ページから「私がロータリーに入ったころ」の特集があり、10人くらいの方の思い出が載っています。

裏面の縦書きの最初に「未来を見つめよう」という講演記録があります。神戸の震災の時も若者ボランティ

アが活躍してくれたことを紹介し、若い人が勇気を持って新たな手立てを実行して新しい時代を築いていくこ

とが大事であると述べられています。友愛の広場のコーナーでは18ページの「わが国の経済」がおもしろい

内容になっています。日本のような先進国は資源・環境問題などを考えれば経済成長が停滞するのが良い。

わが国が模範とすべき国はアメリカのような大国ではなく、スイス・スウェーデン・デンマークのような福祉大

国である、と述べられています。 

 

本日の卓話 「開木の里山を守る会」  三浦京子 様 

   里山のＮＰＯを立ち上げようと動き出してまだ２カ月ですが、今の里山事情を少し

お話しさせていただきます。みなさんが山林に対し、危機感を持たれたのは山を茶色く

染めた松枯れではなかったでしょうか。開木の山は昨年は特にナラ枯れが酷く山があ

ちこちで茶色に染まり、ドングリも私の近辺ではほとんど見ることができない状態でした。

道路の際には危険なナラ枯れが何本もあり、松と違い一冬で幹がボキボキ折れてしま

います。道路の高いのりめんの木が大きくなり、冬を越せば根こそぎ土を起こして倒れ

ており、全ては所有者が放棄しているためで、行政が山には関与してくれなく指導もされないためだと思います。 

 私達夫婦は海抜200メートルの山林に1軒のみで住んでおり16年間ガタガタ道の道路や木の整備・草刈をしてきました。

市は関与せず誰も管理してくれません。主人が亡くなってからは独りの山暮らしは物騒なのでヒッソリと暮らしていました

が、これからは少しは建築家の家も珍しがられるのではないかと思い、里山造りに賛同してもらえる方々に開放しようと

決めました。それからはよく誰かが作業の合間や里山整備とは何をしているのかと見にきているようです。 

 「富山の森づくりサポートセンター」の懇話会を傍聴してみて、県には地道に里山整備に取り組んで登録している企業

が75団体もあることを知りました。私たちの会は76番目です。 

 金太郎クラブは富山市の森市長が発起人の一人ということも知り、わが魚津は猿対策や森林の中での癒し系や、子

供を対象にした活動・中山間地でのヒマワリの種でのオイル抽出など、それぞれの趣旨の団体が多くあることも次第に

わかりました。 

 私が目指す『安全で美しい里山再生』とは少し違い、また差し迫った竹林を考えたなら身近にいる自分が発起してやる

しかない、誰も肩代わりをしてくれないだろうと思いました。 まず、地権者の承諾、会員募集、任意団体とは言えＮＰＯ

の規約作りと昼は作業や人との話し合い、夜は書類作りと仕事の合間は全て里山再生に忙殺されています。お陰で体

重も減りますます健康にいい事と喜んでいます。 

 私はこの会を発端にして、片貝や松倉にも里山整備管理ボランティア団体が市や県の厚い援助の下にできればいい

と願っています。魚津市のすべての里山が安全で美しくなってほしいものです。どうか民間の方々にも暖かいご支援を

よろしくお願いいたします。 


